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過程 学習内容及び学習活動 時数 教師の手だて
導入 「明治維新J(維新のさまl床や維新の期間等) 1 0問中彰氏の見解(ペリー来航1853年~明治憲
について考える。 法体制の成立1890年)を紹介する。
2 討論の論題について知る。 2 0小単元の最終日擦を示すことにより、学習意
欲を喚起させる。
3 明治維新・の概要を教科書 (pp122-140)を 0生徒に調べ学習をさせることにより、学管課
使いながら調べ、学習プリントに記入する。 題を考える上で必婆な知識の定着を図る。
4 明治政府の諸政策のねらいと人々の受け11: 1 0諸政策のねらいを考えさせ、「大国主義Jの
め方について考える。 道へ進んでいった過程をつかませる。







7 班対抗のデイベートマッチを行う。 l 0議論が噛み合うように、必要に応じて討論に
参加して指導する。
8 学級全体でデイベ…トマッチを行う。 l 0各班の代表者(6対6)によるデイベートマッ
(本時) チを行わせ、他の生徒には審判を行わせる。




















































































































































ま (1)デイベートでの立場を離れ、論題について賛成か、 -記入する前に、鷲保条件を -ふり返り























経済協力 7，218 (0.9) 




会計へ縫入 481 (0.1) 
その他の経愛 51，222 (6.4) 
予告審蓄電 3，500(0.4) 
(単位:綴肉、%)
;翠苦苦油税 21，560 (2.7) 
酒税 15，720 (2.0) 
相絞殺 13，800(1.7) 







































明確な主張 事実的理由付け 価値的理由付け 資料の活用
与えられた諜題に対し 主張を事実的に正当化 主張を価値的に正当化 当該授業の学習成菜、
観占 て、自己の立場を選択し
するために、すでに学習 するため、多くの人々の 及び課題とともに与えら
て、政府等が政策として した内容や日常的に知り さ手福、あるいは少数者や れた資料を活用して、事
の
行うべきことを明確に主 得たことのうち、事実的 弱者の権利の擁護などを 実的、価値的理由付けを
説明
張すること な内容を根拠として述べ 根拠として述べること 確かにすること
ること
国の安全保障と福祉の 主張の事実的正当性を 主張の価値的正当性を 提示された5つの資料
イ具的本
バランスを考え、日本政 明らかにすることを目的 明らかにすることを目的 (国家予算や淡費税引き
府の政策について、自己 に、「大国主義J、「小鹿 に、閣の安全保障、関民 上げ及び自侮隊に関する
の立場を明確にし、基本 に関する事実的な の福祉、あるいは世界の 資料、日本国慾法第9条
到達 政策と予算配分などに関 内容(日清・ 8露戦争へ 平和、人類の福祉などを など)を活用して理由付




一般的に認められるレ 「大国主義j、「小国主 国の安全保湾、国民の 提示された5つの資料
ベルで、バランスを考え 義jに関する事実的な内 福祉、あるいは俊界の平 (国家予算や消費税引き
て自己の立場を明確に 容のうち、複数の事実を 和、人類の福祉などのう 上げ及び自衛隊に関する
2 し、安全保障と国民の福 明確に記述し、主張を強 ち、複数を笑現すること 資料、日本国怒法第9条
祉に関する基本政策と予 く支えることができてい カfよいことだと言己述し、 など)のすべてを活用し
算配分などに関する主張 る。 主張を強く支えることが て理由付けを確かに述べ
ができる。 できている。 ている。
バランスを考えて、自 「大国主義J、向、問主 国の安全保降、国民の 提示された5つの資料
日の立場を明確にし、安 義Jに関する事実的な内 福祉、あるいは世界の王子 (国家予算や消費税引き
全保障と国民の福祉に関 容のうち、 1つは明機に 和、人類の福祉などのう 上げ及び自衛隊に関する
1 する基本政策と予算記分 記述し、主張を支えるこ ち、その lつを実現する 資料、日本国懇法第9条
などに関する主張ができ と治宝できている。 ことがよいことだと記述 など)のいくつかを活用
る。 し、主張を支えることが して理由付けを述べてい
できている。 る。
自己の立場はあいまい 「大国主義」、向、問主 国の安全保降、国民の 提示された5つの資料
で、安全保障と国民の福 義」に関する事実的な内 福祉、あるいは世界の王子 (毘家予算や消費税引き
祉に関する恭本政策と予 容を記述することができ 和、人類の福祉などを実 上げ及ぴ自衛隊に関する。算配分などに関する主張 ず、主張の事笑的正当化 現することがよいことだ 資料、日本国慾法第9条






( 4-)組( )号氏名( ) 
私は， I 消殺説中を引き上げる i~íJ!こ， 1:1本の防衛費を削減し，削減した分を福祉に使うべ
きJという意見に対して ( 青rt三 )の立場にいますむその理向を説明します。
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私は.rWl費説率を引き上け、白河に，日本の防衛費を削減し，削減した分を儲祉に使うべ
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A B C D A B C D A B C 
生徒1 2 1 l 1 l 。l 2 1 2 1 
生徒2 1 l 2 l 。 2 l l 。
生徒3 2 1 2 2 l l 2 2 2 2 
生徒4 。l 。l 。l 1 l 
生徒5 2 l 2 l 1 。1 2 2 l 
生徒6 l I l 2 l 。1 l l 。
生徒7 l 1 2 1 l 。。l 1 l 
生徒8 。1 l 1 l l 。1 1 。
生徒9 1 l 1 l 2 l l 2 1 。
生徒10 1 。1 2 1 。l 2 1 l 。
生徒11 。I I 。。。l 1 。l 1 
生徒12 l 1 l 。。。1 1 。 。
生徒13 1 1 l 1 l 。 2 l 1 
生徒14 l 2 l 2 。1 2 2 l 1 
生徒15 。。1 。。。l 2 2 2 1 
生徒16 1 1 1 2 1 。2 2 2 1 1 
生徒17 2 1 l 1 1 。l 2 1 l 
生徒18 2 1 2 2 2 。l 2 2 。l 
生徒19 。l 。l 。。。。。。l 
生徒20 l l 1 l 。。1 1 l l 。
生徒21 2 1 l 2 2 l 2 2 2 l l 
生徒22 。1 l 1 。。I 2 l l 2 
生徒23 1 l l 1 。。。2 1 l 1 
生徒24 1 l 1 1 1 1 l 2 1 l 2 
生徒25 。。。。。。。l 1 1 
生徒26 。1 l 。。。 1 1 1 。
生徒27 2 1 l 2 2 。1 2 2 1 2 
生徒28 1 l l 。l l 1 1 1 1 
生徒29 1 1 2 1 l l 2 l l 
生徒30 l 1 1 。。。。I 2 2 
生徒31 。1 1 。。。。。 。l 
生徒32 2 2 2 l 2 2 2 l 2 l l 
生徒33 1 l l 2 。。。2 1 l l 
生徒34 l 1 2 l 。1 2 2 。
生徒35 l 2 1 2 。。1 2 2 l l 
生徒36 1 1 。。2 。1 2 1 1 。
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